
まちの人口（平成２３年８月１日現在）【住民基本台帳登録人口＋外国人登録者数】

総人口 18,355 人（△ 24）　男 8,929 人（△ 14）　女 9,426 人（△ 10）　世帯数 6,931 世帯（△ 9）　※（　）内は前月比
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８００余年の伝統を持つ会津田島祇園祭のメーン

のひとつである「七行器行列」は「日本一の花嫁

行列」とも称されています

七行器行列
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■１月１５日　御党屋御千度
　その年の当番御党屋組が、祇園祭行事とし
て最初に行うのが「御党屋御千度参り」である。
　御千度参りは、祇園祭の無事を祈願し、祭り
を受け持つ御党屋組が身を清める儀式である。
　黒の紋付羽織に白ももひき、白足袋にわらじ
履き姿の男性が、御党屋本から田出宇賀・熊
野の両神社まで歩き、神社に着くと手水舎で手
や口を清め、拝殿まで境内を何度も往復して
神前に手を合わせる。これを宮司が姿を現すま
で繰り返す。御千度参りが終わると、社務所で

「直
な お ら い

会」が開かれ、大盃 ( 大盞
さ ん

) 回しが行われる。

■７月７日　
▽参道掃除
　朝日の昇らないうちに、氏子全員が集まり、
参道入口から神社境内まで掃除を行う。 
▽高燈篭と御神燈 
　神社では、この日から 2 基の高燈篭をあげる。
また、観光協会が戦後始めた「御神燈」を参道
の両側に連ね、一斉に7日夜から夜詣りを行う。 

■７月１０日前後　御神酒濁酒仕込　　
　早朝、蒸した米を神社に運び、町内にある国
権酒造の杜氏の指導で大桶 2 本に 9 斗 9 升と
定められた分だけ濁酒（どぶろく）を仕込む。
濁酒を神酒として使用するため、別名「どぶろ
く祭り」とも言われる。 

■７月１５日　鳥居注連縄縒り　
　神社境内入口の石の大鳥居に懸ける注

し め な わ

連縄は
毎年 15 日の夜、宮本地区全員が祈祷所に集まっ
て作る。太いところが直径約 60cm にもなる。 

■７月１９日　参道掃除
　翌年の御党屋組（「請取り」）全員で参道を再
度掃除する。祭礼の 4 日前にあたり、慶長の昔
から参道を掃除し道作りを行っている。 

■７月２０日　御神橋かけ
　「御神橋」とは、御党屋本の前で、表道路よ
りの入口に当たって作られる橋で、幅約 1m 長
さ約 2m、中央が丸く盛り上がった形で、橋の
縁を青い杉葉で縁取り、中央に白砂を敷き詰
める。23 日に神輿が到着して「神輿前の神事」
が終わり、「神の渡橋」と称して大幣や宮司等
が党本宅へ寄るために注連縄を解いて渡橋する
までは、誰も渡ることができない。 

■７月２１日　御神酒開き
　御神酒濁酒仕込で仕込んだ 2 桶の濁酒が出来
上がり、神社にて酒造検査を受けた後、直ちに
朱塗りの行器に盛って本殿に供える。続いて社
務所と御党屋本に 1 桶ずつ分けて運び出す。党
本から宮司招聘の使いが出て、宮司は直ちに党
本へ赴き、神棚を設け濁酒を献じる。これが終
わると直会となり、御党屋組全員や関係者が集
まり濁酒の出来栄えを評しながら興じる。

　

７
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
会

津
田
島
祇
園
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

22
日
、
田
出
宇
賀
、
熊
野
の
両
神
社

拝
殿
で
例
大
祭
が
行
わ
れ
、
祇
園
祭
が

開
幕
し
ま
し
た
。
正
午
か
ら
は
通
行
止

め
に
し
た
国
道
１
２
１
号
で
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
や
龍
巳
会
の
太
鼓
演
奏
な
ど
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た

後
、
大
屋
台
で
伝
統
の
子
供
歌
舞
伎
が

通
し
上
演
さ
れ
、
多
く
の
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。
22
、
23
の
両
日
と
も
、
夕

方
か
ら
は
４
つ
の
大
屋
台
そ
れ
ぞ
れ
で

子
ど
も
歌
舞
伎
と
約
半
世
紀
ぶ
り
と
な

る
大
人
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

23
日
は
、
メ
ー
ン
行
事
の
七
行
器
行

列
で
祭
り
が
ス
タ
ー
ト
。
艶
や
か
な
花

嫁
姿
の
女
性
と
裃
姿
の
男
性
が
党
本
か

ら
神
社
ま
で
練
り
歩
き
、
神
前
に
お
供

え
物
の
御
神
酒
、
赤
飯
、
鯖
を
献
上
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
輿
巡
行
に
併
せ
て
稚
児
行

会
津
田
島
祇
園
祭
で

　
　
　
　
　

町
に
賑
わ
い

　

８
０
０
余
年
の
伝
統
を
持
ち
、
日
本
三
大
祇
園
祭
の
ひ
と
つ
に
も

数
え
ら
れ
て
い
る
『
会
津
田
島
祇
園
祭
』
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
日
本
一
の
花
嫁
行
列
」
と
も
称
さ
れ
る
七な

な

ほ

か

い

行
器
行
列
の
ほ
か
、

子
供
歌
舞
伎
の
上
演
や
迫
力
あ
る
大
屋
台
の
運
行
な
ど
が
行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
々
は
伝
統
あ
る
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
津
田
島
祇
園
祭
は
「
御お

と

う

や

党
屋
」
と
い
う
特
色
あ
る
祭
り
の
組
織

を
中
心
に
執
行
さ
れ
、
昭
和
56
年
に
「
田
島
祇
園
祭
の
御
党
屋
行
事
」

と
し
て
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

８
０
０
余
年
の
伝
統

 
会
津
田
島
祇
園
祭

列
が
行
わ
れ
、
き
ら
び
や
か
な
衣
装
を

身
に
ま
と
っ
た
稚
児
が
、
神
輿
と
一
緒

に
党
本
や
御
旅
所
を
廻
り
ま
し
た
。

　

22
、
23
の
両
日
と
も
夕
方
か
ら
西
屋

台
、
上
屋
台
、
中
屋
台
、
本
屋
台
の
４

つ
の
大
屋
台
が
運
行
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
「
オ
ー
ン
サ
ー
ン
ヤ
レ
カ
ケ
ロ
ー
」

と
い
う
元
気
な
か
け
声
が
、
夜
遅
く
ま

で
響
き
ま
し
た
。

　

24
日
は
、
田
出
宇
賀
神
社
の
拝
殿
脇

の
神
楽
殿
で
太
々
御
神
楽
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
太
々
御
神
楽
が
終
わ
る

と
、
会
津
田
島
祇
園
祭
の
す
べ
て
の
行

事
が
終
わ
り
と
な
り
ま
す
。

　

祭
り
に
は
多
く
の
町
民
や
観
光
客
、

カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
が
訪
れ
、
町
は
お
お

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

会津田島祇園祭の主な流れ

日
本
一
の
花
嫁
行
列
と
も
称
さ
れ
る
七
行
器
行
列

迫
真
の
演
技
で
観
客
を
魅
了
し
た
子
供
歌
舞
伎

喧
嘩
屋
台
と
も
呼
ば
れ
る
迫
力
の
大
屋
台
運
行

き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
稚
児
行
列

２３４

２３４ １

1
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復興に向け、　心をひとつに！

子どもに負けじと大人も熱演

祇
園
祭
に

　

復
興
支
援
ブ
ー
ス

互
い
に
力
を
合
わ
せ

　

復
興
に
向
け
て
前
進

祇
園
祭
を
支
え
る

　

『
御
党
屋
制
度
』

神
輿
を
迎
え
る

　

『
七
度
の
使
い
』

神
輿
の
出
発
を
触
れ

　

歩
く
『
御
支
度
触
れ
』

約
半
世
紀
ぶ
り
に

　

大
人
歌
舞
伎
上
演

　

出
店
が
軒
を
連
ね
る
一
角
に
、

県
内
各
地
の
市
町
村
や
青
年
会
議

所
、
商
工
会
の
店
が
並
び
、
そ
れ

ぞ
れ
の
町
村
の
特
産
品
の
販
売
や

観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

津
波
と
原
発
事
故
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
浪
江
町
か
ら
は
、
Ｂ

級
グ
ル
メ
で
も
有
名
な
「
な
み
え
焼

き
そ
ば
」
が
出
店
さ
れ
、
店
の
前
に

は
長
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
復
興
ブ
ー
ス
の
入
口
に

は
、
町
内
の
全
９
小
学
校
の
児
童

一
人
ひ
と
り
が
書
い
た
復
興
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
復
興
支
援
ブ
ー
ス
設
置
は
、

南
会
津
町
商
工
会
青
年
部
が
中
心

と
な
っ
て
、
県
内
各
地
の
商
工
会

青
年
部
や
青
年
会
議
所
に
声
を
か 　

祇
園
祭
に
人
力
車
が
登
場
し
、

七
行
器
行
列
に
参
加
し
た
花
嫁
や

観
光
客
、
町
民
ら
が
無
料
で
人
力

車
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

原
発
事
故
の
た
め
富
岡
町
か
ら

リ
ゾ
ー
ト
イ
ン
台
鞍
に
避
難
し
て

い
る
宇
佐
見
正
人
さ
ん
が
、
人
力

車
の
企
画
を
町
の
関
係
者
に
相
談

し
、
実
施
が
決
定
。
さ
っ
そ
く
富

岡
町
で
人
力
車
を
引
い
て
い
た
知

り
合
い
の
遠
藤
良
一
さ
ん
に
声
を

か
け
た
と
こ
ろ
、
快
く
協
力
を
承

諾
し
て
く
だ
さ
り
人
力
車
の
企
画

が
実
現
し
ま
し
た
。

　

宇
佐
見
さ
ん
は
、
県
民
が
お
互

い
に
力
を
合
わ
せ
、
復
興
に
向
け

て
ひ
と
つ
に
な
っ
て
前
へ
進
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
、
こ

の
企
画
を
提
案
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

「
学
制
」
の
制
定
等
に
よ
り
屋
台

上
で
子
供
歌
舞
伎
の
上
演
が
禁
止

さ
れ
、
地
元
青
年
会
に
よ
り
歌
舞

伎
が
演
じ
ら
れ
て
以
来
、
約
半
世

紀
ぶ
り
に
大
人
役
者
に
よ
る
歌
舞

伎
の
上
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
は
、
４
つ
の
大
屋
台

そ
れ
ぞ
れ
で
上
演
さ
れ
て
い
た
子

供
歌
舞
伎
が
、
子
ど
も
役
者
の
減

少
に
よ
り
近
年
は
３
つ
の
屋
台
で

し
か
上
演
さ
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
子
供
歌
舞
伎

指
導
者
育
成
事
業
で
歌
舞
伎
を
学

ん
だ
大
人
を
中
心
に
大
人
歌
舞
伎

の
上
演
案
が
浮
上
。
メ
ン
バ
ー
は

４
月
か
ら
祇
園
祭
で
の
上
演
に
向

け
本
格
的
に
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
指
導
と
自
分
た

　

田
島
祇
園
祭
は
「
御
党
屋
制
度
」

と
よ
ば
れ
る
、
現
在
10
組
の
当
番

御
党
屋
組
が
一
年
神
主
の
党
本
の

家
を
支
え
て
祭
事
を
担
当
す
る
制

度
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
年
目
に
巡
っ
て
く
る
当
番
御

党
屋
組
を
中
心
に
、
去
年
の
御
党

屋
組
「
渡
し
」
と
、
来
年
の
御
党

屋
組
「
請
取
り
」
の
３
組
が
繰
り

広
げ
る
祇
園
祭
は
１
年
が
か
り
の

大
行
事
で
す
。

　

な
か
で
も
御
党
屋
組
を
ま
と
め
、

神
事
を
執
り
行
う
御
党
屋
本
の
役

割
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　

今
年
の
祇
園
祭
の
御
党
屋
組
は

中
町
上
側
の
19
軒
で
し
た
。
代
表

の
御
党
屋
本
は
田
出
宇
賀
神
社
が

高
橋
稔
雄
さ
ん
、
熊
野
神
社
が
猪

股
則
次
さ
ん
で
し
た
。

　

御
党
屋
が
祭
り
の
中
心
と
な
る

た
め
、
神
が
常
時
鎮
座
す
る
神
社

か
ら
党
本
へ
神
輿
を
迎
え
ま
す
。

 

ま
ず
、
そ
の
使
い
と
し
て
両
親
の

揃
っ
た
男
子
２
人
が
選
ば
れ
、
裃

を
着
用
し
、
股
立
を
取
っ
て
（
袴

の
股
立
を
腰
紐
に
挟
ん
で
）
白
扇

を
袴
に
差
し
、
草
鞋
を
履
い
て
神

社
の
宮
司
宅
へ
参
り
ま
す
。
こ
こ

で
宮
司
に
神
事
の
使
い
に
赴
い
た

旨
を
言
上
し
、
本
殿
に
参
拝
し
ま

す
。

　

「
七
度
」
と
は
参
拝
の
回
数
で
す

が
、
宮
司
の
指
示
で
１
回
ご
と
に

手
水
舎
で
手
水
を
使
い
な
が
ら
6

度
参
拝
し
、
神
迎
え
と
し
て
「
七

行
器
」
行
列
の
先
頭
に
な
っ
て
き

た
と
き
が
7
度
目
と
し
て
数
え
ら

れ
ま
す
。

　

神
輿
が
神
社
前
を
出
発
す
る
に

先
立
っ
て
、
「
御
支
度
触
れ
」
が
出

ま
す
。
神
輿
の
出
発
を
町
内
に
触

れ
て
歩
く
役
目
で
あ
る
が
、
格
好

が
特
徴
的
で
あ
る
た
め
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
格
好
は
、
波
に

千
鳥
の
裂
け
羽
織
、
5
色
の
襷
が

け
、
内
に
女
性
の
反
物
を
着
て
女

帯
を
前
で
結
び
、
頭
は
板
冠
を
の

せ
て
端
に
紙
垂
を
垂
れ
、
紅
白
の

太
紐
で
顎
に
結
わ
え
、
右
手
に
軍

配
、
素
足
に
草
鞋
履
き
と
い
う
も

の
で
す
。
神
社
前
、
御
旅
所
ご
と

に
大
仰
な
身
振
り
で
歌
舞
伎
の
六

方
を
踏
み
な
が
ら
「
御
神
輿
の
御

立
ち
、
お
支
度
な
さ
れ
ま
し
ょ
う
」

と
大
声
を
あ
げ
ま
す
。 

け
、
趣
旨
に
賛
同
し
た
商
工
会
の

メ
ン
バ
ー
ら
の
協
力
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
商
工
会
青
年
部
長
の
関
根
健

裕
さ
ん
（
大
町
）
は
「
震
災
で
被
害

を
受
け
た
県
内
の
商
工
会
青
年
部

を
何
と
か
支
援
し
た
い
と
い
う
思

い
で
行
い
ま
し
た
。
青
年
部
員
み

ん
な
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
、
が
ん

ば
っ
て
く
れ
た
の
で
イ
ベ
ン
ト
も

大
成
功
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
自

分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
で
福
島
県

と
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ち
の
練
習
と
い
う
二
足
の
わ
ら
じ

は
か
な
り
た
い
へ
ん
だ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
祇
園
祭
当
日
は
迫
力
の

あ
る
見
事
な
演
技
で
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

■７月２２日　
▽例大祭
　神社にて例大祭が執行され、氏子一同が参拝
する。例大祭終了後、拝殿にて直会が行われる。 

▽大屋台運行 
　本屋台・中屋台・上屋台・西屋台の 4 つの
大屋台から成る。22・23 両日の午後 4 時頃よ
り運行が始まる。大屋台には屋台世話人が付き
添って運行の指示を出す。大屋台の運行は、「芸
場」と呼ばれる各屋台のしきたりによって定め
られた氏子の家に屋台を止め、その家の家人に
子供歌舞伎を 1 幕披露する形をとる。 

■７月２３日　
▽七行器行列 
　御党屋が神の来臨を請うために、神酒・赤飯・
鯖を神前に奉献する神聖な行列である。神酒・
赤飯・鯖を 7 つの器（角樽３個、行器３個、魚
台１個）で神前に運ぶために「七行器」と呼ば
れる。角樽と魚台は裃姿の男性、行器は盛装の
女性が持つ。

▽御支度触れ
　神輿が神社前を出発するに先立って、「御支
度触れ」が出る。神輿の出発を町内に触れて歩
く役目であるが、格好が特徴的であるため注目
されている。神社前、御旅所ごとに大仰な身振
りで歌舞伎の六方を踏みながら「御神輿の御立
ち、お支度なされましょう」と大声をあげる。
▽神輿渡御
　午前 10 時頃に神社前から出発し党本・御旅
所を廻る。神輿の行列は露払い 2 人、稚児行列
約 20 人、猿田彦 1 人、猿女君 1 人、御鉾 2 基
8 人、長持 2 人、挟箱 2 人、大拍子 2 人、立傘
3 人、沓取 2 人、御神輿 16 人、氏子総代 16 人、
その他従者となっている。 

▽神輿前の神事
　神輿が党本に到着すると、神輿を入口の神輿
台に据え、そのまま雨が降っても必ず路上で神
事を行う。御党屋組全員で神の臨御を迎える神
事である。神輿の前には茣蓙を敷き、神官一行
および党屋組、「渡し」、「請取り」の供奉人全
員が着座して神事を行う。このとき党本は夫婦
揃って、男は裃、女は留袖の盛装で参拝する。

■７月２４日　
▽帰座の神事
　御党屋本では、宮本へ呼使いを出し、宮司を
党本に招いて昇神の神事を行ったのち、宮司の
手で神棚の一切を取り払う（神棚こわし）。
▽太々御神楽奉納
　24 日の午後に田出宇賀神社の拝殿脇の神楽
殿で太々御神楽が奉納される。太々御神楽は終
始無言で、歌も言葉もなく、楽人の奏する調べ
と拍子だけで舞う。この太々御神楽が終わると、
会津田島祇園祭すべての行事が終わりとなる。

（出典：室井康弘著「会津田島祇園祭」）

会津田島祇園祭の主な流れ

神輿前の神事に臨む田出宇賀神社の

３組の御党屋本

迫力のある演技で観客を魅了した大人歌舞伎

関根健裕商工会青年部長

子どもたちを乗せた人力車を引く遠藤さん

『
七
度
の
使
い
』
を
努
め
た
馬
場
東

く
ん(

左)

と
森
拓
く
ん(

右)
特
徴
的
な
衣
装
を
身
に
ま
と
い

大
仰
な
身
振
り
で
神
輿
の
出
発

を
触
れ
て
歩
く
『
御
支
度
触
れ
』
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鮎釣り名人の指導を受けながら
鮎の友釣りを楽しむ参加者

花や白樺などで装飾された会津田島駅 特別表彰状が贈られた目黒さん

全国大会での活躍を誓うメンバーら

イワナつかみを楽しむ子どもたち

ポンプ車操法の部で優勝した
田島支団第１分団第２部

小型ポンプ操法の部で優勝した
田島支団第１分団第７部

■７月２３日

　伊南地域の伊南川（新伊南川橋周辺）において、伊南川
鮎産業推進委員会主催による「伊南川鮎釣り講習会」が開
催されました。
　県内外より１６名が参加し、伊南・南郷地域の鮎釣り名
人に、縄張り争いをする鮎の習性を生かした鮎の友釣りに
ついて丁寧な指導を受けながら、澄み切った清流伊南川で
の鮎の友釣りを楽しみました。
　伊南川鮎産業推進委員会では、このような取り組みを通
して鮎釣り人口の増加を目指すとともに、鮎の商品化など
に取り組み、鮎による地域活性化を推進していきます。

　南会津町産花卉のＰＲと販売促進を図ることを目的とし
てＪＡ会津みなみに事業を委託し、会津田島駅・道の駅「た
じま」・会津高原尾瀬口駅において町産花卉を使った装飾
品の展示と町産花卉の販売を行っています。装飾に使用し
た花は、田島花卉部会員の方が育てた花です。
　９月３０日（金）まで実施していますので、展示施設の
近くを通った際にはぜひお立ち寄りいただき、装飾品をご
覧ください。花の美しさと木の優しさが、心を和ませ、優
しい気持ちにさせてくれます。

■７月１４日

　厚生労働大臣特別表彰を受章された目黒節男さん（福米
沢）への表彰状伝達式が行われ、細川律夫厚生労働大臣か
らの表彰状が渡部仁健康福祉課長から伝達されました。
　目黒さんは、平成７年１２月に民生委員・児童委員にな
られてから平成２２年１１月に退任されるまで、５期１５
年にわたり民生委員・児童委員としてご活躍されたほか、
あたご共同作業所の設立や運営に携わるなど地域福祉の向
上に尽力されました。

■７月２６日

　７月３０、３１日に埼玉県熊谷市で開催される「第16回
全国ジュニアゲートボール大会」に県の代表として出場す
る針生スポーツ少年団のメンバーらが町長室を訪れ、大宅
町長に一人ひとり自分のことばで全国大会に向けての目標
や意気込みを述べました。
　大宅町長は「チームワークが大切な競技なので、みんな
で力を合わせてがんばってください」と激励しました。
　キャプテンの湯田渓太くん（針生小４年）は「決勝に進
出できるようにがんばります」と力強く語ってくれました。

■６月２５日

　第１７回ひめさゆり祭が高清水自然公園で開催されまし
た。今年は例年より雪が多く、昨年よりひめさゆりの生育
が遅れ、祭当日の群生地の開花状況は３分咲きほどでした。
　本年度は3.11震災で南会津町に避難をされている方や福
島市に避難している南相馬市の方がバスツアーを利用して
ひめさゆり祭に参加されました。また出店者としても南相
馬市から「やまさんのフルーツショップ」と「原町青年会
議所」が参加され、それぞれフルーツゼリーと揚げたての
メンチカツの販売を行いました。
　参加者は、イワナつかみや南会津高校生による郷土芸能
の早乙女踊り、手打ちそば、南相馬市・南会津町産品販売
の出店などのイベントを楽しみました。

■７月３日

　消防操法競技町大会が、会津高原だいくらスキー場で実
施されました。
　消防操法大会は、消防団の訓練の基礎を養い、消防技術
の向上や消火体制の強化を図るために行われます。競技は、
ポンプ車操法の部と小型ポンプ操法の２種目が行われ、両
部門に町内の消防団から計１２チームが参加しました。
　参加した選手は、早朝や夜間などに訓練に励み、１２チ
ームともすばらしい演技を披露しました。
　それぞれの種目で優勝した田島支団第１分団第２部(田
島第二地区)と田島支団第１分団第７部(水無地区)は、来年
開催される予定の消防操法競技南会津地方大会に、南会津
町の代表として出場することになります。

「伊南川鮎釣り講習会」開催

花卉装飾ＰＲ事業実施中 目黒さん厚生労働大臣特別表彰

針生スポ少『全国大会出場報告』

第１７回ひめさゆり祭

消防操法競技町大会

賀寿状や木杯などが贈られた五十嵐さん

五十嵐レンさん 百歳賀寿

■７月７日

　７月７日に百歳となられた五十嵐レンさん（木伏）への
賀寿贈呈式が、同日、自宅で行われました。
　近内保二南会津保健福祉事務所長から賀寿状と記念品の
木杯の伝達が行われた後、渡部龍一副町長から賀寿状と祝
い金が手渡されました。その後、孫の今井真智さんから花
束が贈られました。
　ご家族によるとレンさんは１０年ほど前まで縫い物や編
み物をしており、手先を使った趣味が長寿の秘訣ではない
かとのことでした。

ポンプ車操法の部 小型ポンプ操法の部

優　勝
田島支団第１分団第２部

（田島第二地区）
優　勝

田島支団第１分団第７部

（水無地区）

準優勝
田島支団第２分団第６部

（針生地区）
準優勝

田島支団第３分団第７部

（羽塩地区）

第３位
田島支団第３分団第８部

（滝原地区）
第３位

伊南支団第１分団

（伊南選抜）

＜競技成績結果＞
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児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
生

活
の
安
定
と
自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

す
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

支
給
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど
も
を
監

　

護
し
、
か
つ
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
父

　

ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て

　

そ
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

　

る
子
ど
も

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子

　

ど
も

⑤
そ
の
他
（
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

　

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
な
ど
）

※
請
求
者
や
児
童
が
公
的
年
金
を
受
給
し
て

　

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
福
島
県
社

　

会
福
祉
協
議
会 

い
き
い
き
長
寿
課
内
）

　

０
２
４
（
５
２
４
）
２
２
２
５

　

choju@fukushimakenshakyo.or.jp

　

南
会
津
保
健
所
で
は
、
犬
の
正
し
い
し
つ

け
方
法
を
身
に
つ
け
、
犬
と
人
間
の
よ
り
豊

か
な
関
係
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
飼

い
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
学
科(

犬
は
同
伴
し
ま
せ
ん
）

　
平
成
23
年
９
月
21
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

　

南
会
津
保
健
所
１
階
会
議
室

■
実
技(

犬
を
同
伴
し
ま
す)

　

平
成
23
年
９
月
28
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

　

南
会
津
町
田
島
体
育
館

※
実
技
の
み
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。
（
学
科

　

の
み
の
受
講
は
可
能
で
す
）

　

南
会
津
郡
内
の
犬
の
飼
養
者
ま
た
は
飼
養

　

予
定
者

　

概
ね
10
家
族
10
頭
ま
で

　

無
料

　

電
話
で
「
犬
の
し
つ
け
方
教
室
参
加
申
込

　

書
」
を
請
求
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
南
会
津
保

　

健
所
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

（
申
込
期
限
は
９
月
７
日(

水)

で
す
。
）

　

南
会
津
保
健
所　

衛
生
推
進
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
８

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
１
０

　

11
月
10
日
（
木
）
、
11
月
24
日
（
木
）

　

（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部　
　

　

郡
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
（
９
３
３
）
４
８
５
０

　

福
島
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
て
い
る
心
配
ご

と
や
悩
み
ご
と
の
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
電
話
や
メ
ー
ル
、
来
所
な
ど
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

悩
み
や
不
安
を
ひ
と
り
で

　
　
　
　
　
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
　

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

８
月
17
日
（
水
）
、
９
月
21
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部
で
は
、

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
（
被
害
者
・
加
害
者
）

の
相
談
に
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
応
じ

て
い
ま
す
。

■
無
料
相
談

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
無
料
弁
護
士
相
談
会
（
要
予
約
）

　

８
月
25
日
（
木
）
、

　

９
月
８
日
（
木
）
、
９
月
22
日
（
木
）

　

10
月
６
日
（
木
）
、
10
月
20
日
（
木
）

℡

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。

　
申
請
手
続
き

　

次
の
書
類
な
ど
を
添
え
て
、
本
庁
健
康
福

　

祉
課
社
会
福
祉
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
町

　

民
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
請
求
者
名
義
の
通
帳

▼
印
鑑

▼
請
求
者
と
児
童
の
戸
籍
謄
本
お
よ
び
世
帯

　

全
員
の
住
民
票

▼
そ
の
他
必
要
な
書
類
（
支
給
要
件
に
よ
っ

　

て
、
他
に
書
類
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。
）

※
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
庁
健
康
福

　

祉
課
社
会
福
祉
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

　

本
庁
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

　

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の

増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働

者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に

建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金

　

日
額
３
１
０
円

■
特
長

　

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
で
す
。

　

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
に

　
　

な
り
ま
す
。

　

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法

　
　

人
は
損
金
、
個
人
は
必
要
経
費
と
し
て

　
　

扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り

　
　

ま
す
。

　

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

　

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業

　
　

間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

建
退
共
福
島
県
支
部

　

０
２
４
（
５
２
３
）
１
６
１
８

　

い
る
、
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い

　

る
、
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な

　

い
と
き
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
手
当
額
（
月
額
）

　

監
護
、
養
育
す
る
子
ど
も
の
数
や
受
給
資

　

格
者
の
所
得
な
ど
に
よ
り
、
10
円
刻
み
で

　

決
め
ら
れ
ま
す
。

▼
児
童
１
人
の
場
合

　

全
部
支
給　

４
万
１
，
５
５
０
円

　

一
部
支
給　

４
万
１
，
５
４
０
円
か
ら

　
　
　
　
　
　

９
，
８
１
０
円
ま
で
の
金
額

▼
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

　

２
人
目　

５
，
０
０
０
円
、

　

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
３
，
０
０
０
円

■
所
得
制
限

　

受
給
資
格
者
の
前
年
の
所
得
が
、
所
得
制

　

限
限
度
額
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
生
計
を

　

同
じ
く
す
る
受
給
資
格
者
本
人
以
外
の
対

　

象
児
童
の
扶
養
義
務
者
（
同
居
の
直
系
血

　

族
お
よ
び
兄
弟
姉
妹
）
の
前
年
の
所
得
が

　

所
得
制
限
限
度
額
未
満
の
場
合
に
限
り
、

申

申 申℡

℡

場

場 問

問

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教
室
の
お
知
ら
せ

無
料
弁
護
士
相
談
会
の
お
知
ら
せ

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
の
お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
に
つ
い
て

福
島
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

料

料

対℡

場℡

℡

℡

問

日対定問Ｆ

問

問ア

日

日

日日

扶養親族
などの数

受給資格者本人の限度額 扶養義務者
の限度額全部支給 一部支給

０人 190,000 1,920,000 2,360,000

１人 570,000 2,300,000 2,740,000

２人 950,000 2,680,000 3,120,000
３人 1,330,000 3,060,000 3,500,000
４人 1,710,000 3,440,000 3,880,000
５人 2,090,000 3,820,000 4,260,000

所得制限限度額表 （単位：円）

ご存知ですか？中退共制度

相談内容 相談員 相談日 相談時間

一般相談 センター
相談員 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時

専
門
相
談

年金･保険相談 社会保険
労務士

第２週月曜日
※休日の場合第４週

午後１時３０分～
　午後３時３０分
※専門相談は予約制

法律相談 弁護士 月３回火曜日
※電話相談も可

税金相談 税理士 第２週水曜日
※休日の場合第４週

巡回相談 センター
相談員他

県内１０市町村で実施
  （日程などはお問い合わせください）

※土曜日・日曜日、祝祭日、年末年始はお休みです。
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あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議
会
の
瓦

燈
は
、
当
協
議
会
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
会
津
17
市
町
村
の
活
性
化
、
一

体
化
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
製
し
、

使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
津
地
域
で
実
施

す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
使
用
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
協
議
会
構
成
市
町
村
、
地
域
お
こ
し
団

　

体
ま
た
は
こ
れ
に
類
似
す
る
団
体
が
、
地

　

域
の
振
興
や
活
性
化
を
目
的
と
し
て
実
施

　

す
る
イ
ベ
ン
ト
。

　

使
用
を
希
望
す
る
団
体
な
ど
は
、
所
定
の

　

申
請
書
を
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

　

合
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
無
料

※
貸
出
し
お
よ
び
返
却
時
の
運
搬
は
使
用
者

　

が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合 

企
画
振

　

興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
０
０
５
４

夏
の
体
験
活
動
応
援
補
助
事
業
　

　

県
と
県
教
育
委
員
会
で
は
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
屋
外
で
十
分
活

動
で
き
る
環
境
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
自
然

体
験
活
動
や
交
流
活
動
な
ど
が
で
き
る
よ
う

な
事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

県
内
の
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
５
人
以

　

上
の
団
体
（
引
率
者
も
基
準
に
よ
り
補
助
）

※
ス
ポ
少
や
子
ど
も
会
な
ど
の
既
存
の
団
体

　

の
ほ
か
、
子
ど
も
が
５
人
以
上
集
ま
っ
た

　

団
体
で
あ
れ
ば
申
し
込
め
ま
す
。

　

県
内
で
実
施
す
る
自
然
体
験
活
動
や
交
流

　

活
動
（
部
活
動
や
ス
ポ
少
の
練
習
試
合
や

　

合
宿
を
含
む
。
）
な
ど
の
費
用
を
補
助

■
事
業
期
間

　

平
成
23
年
９
月
30
日
（
金
）
ま
で

■
補
助
額
上
限
（
１
人
当
た
り
）

　

宿
泊
費
１
泊
７
，
０
０
０
円
（
７
泊
ま
で
。
）
、

　

体
験
活
動
費
等
５
，
０
０
０
円
（
交
通
費

　

を
含
む
。
）
、　

保
険
料
１
，
０
０
０
円

　

実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
取
扱
旅
行

　

会
社
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
取
扱
旅
行
会
社
は
、
県
教
育
庁
社
会
教

　

育
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

　

県
教
育
庁
社
会
教
育
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
７
９
９

　

http://www.syakai.fks.ed.jp/

ふ
く
し
ま
っ
子
夏
の
体
験
活
動

　
　
　
　
　
　

応
援
事
業
の
お
知
ら
せ

　

町
主
催
の
敬
老
会
は
、
参
加
者
が
減
少
し

て
い
る
た
め
、
実
施
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
地
区
に
交
付
し
て
い

た
「
敬
老
事
業
交
付
金
」
を
増
額
す
る
こ
と

に
よ
り
、
敬
老
事
業
の
支
援
を
拡
充
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
金
婚
夫
婦
の
表
彰
、
敬
老
祝
金
の

給
付
等
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
別
途
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
本
庁
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
６
０

　　

青
少
年
の
主
張
大
会
が
、
左
記
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

町
内
の
青
少
年
が
熱
い
思
い
を
発
表
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
に
な
り
、
ご

聴
講
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
８
月
21
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　

御
蔵
入
交
流
館 

文
化
ホ
ー
ル

※
審
査
の
間
に
、
「
瑞
空
塾
田
島
」
の
皆
さ
ん

　

に
よ
る
「
空
手
の
演
武
」
も
行
わ
れ
ま
す

　

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
５
１
１

　

㈶
日
本
遺
族
会
は
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を

受
け
て
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
等

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、

父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友

好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

　

日
程
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
㈶
日
本
遺

族
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

戦
没
者
の
遺
児

※
今
回
実
施
す
る
地
域
以
外
の
方
は
参
加
で

　

き
ま
せ
ん
。

　

10
万
円

※
自
宅
か
ら
集
合
・
解
散
場
所
ま
で
の
国
内

　

交
通
費
は
別
途
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
実
施
地
域

　

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
東
部･

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

　

ア
、
ボ
ル
ネ
オ･

マ
レ
ー
半
島
、
ミ
ャ
ン

　

マ
ー
、
中
国
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
マ
リ
ア

　

ナ
諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島

　

な
ど

　
㈶
日
本
遺
族
会
事
務
局

　

０
３
（
３
２
６
１
）
５
５
２
１

　

０
３
（
３
２
６
１
）
９
１
９
１

℡

℡ ℡

℡

℡

問ア

問 日場 問

問

問

Ｆ

対

対

対申料

料

内申

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

　

慰
霊
友
好
親
善
事
業
に
つ
い
て

町
主
催
の
敬
老
会
の
中
止
に
つ
い
て

瓦が

と

う燈
の
使
用
に
つ
い
て

青
少
年
の
主
張
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

■問い合わせ　本庁総合政策課 広報情報係　℡ 0241-62-6210

※1 総務省では、低所得世帯のデジタル化対応を促進するため、ＮＨＫ受信料全額免除世帯およ

　　び市町村民税非課税世帯（世帯全員が非課税の世帯）のうち、地上デジタル放送に未対応

　　の世帯に対して、地デジチューナー支援を行っています。希望される方は総務省地デジチュ

　　ーナー支援実施センター（TEL 0570－023724）にお申し込みください。

① ＵＨＦアンテナの設置（テレビ共聴組合やケーブルテレビに加入されている方は個人で

　 アンテナを設置する必要はありません。共同住宅などにお住まいの方は家主に確認して

　 ください） 

② 地デジ対応テレビまたは地デジチューナーの購入

地デジ化フローチャート

ＵＨＦアン
テナを設置
済み

業者にアンテ
ナの設置をお
願いしてくだ
さい

地デジ対応テレ
ビまたは地デジ
チューナーを購
入してください

（※1）

デ ジ サ ポ 福 島
（024-526-0685）
に電話でご相談
ください

はい はい はい

いいえ いいえ いいえ

地デジ対応テ
レビまたはチ
ューナーを購
入済み

全局（６局）の
地デジ放送が
視聴ができる

地デジの準備
はＯＫです！

地デジ放送を見るためには･･･地デジ放送を見るためには･･･

来年３月末で
　　　終了します！

福島県のアナログ放送は

来年３月末で
　　　終了します！
　東日本大震災により、福島県では本年７月２４日に予定していた地

デジ完全移行が延期となりましたが、来年３月末で終了することにな

りました。

　準備がまだの方は、早めに地デジへの切り替えをお願いします。

　もしかしたら、お住まいの地域は、地上デジタル放送が受信しにく

い『新たな難視地区』かもしれません。また、お住まいの住宅の配線（ケ

ーブル）や分配器などでは、地上デジタル放送に対応していないため、

地上デジタル放送を視聴できないかもしれません。

　下記フローチャートを参考に、早めに地デジの準備をしてください。

早めの対応で、余裕をもって問題を解決しましょう！
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　食料自給率 41％の日本において、生産される農産物の 40 ～ 60％が「規格外」として市場に出回

らず、その多くは廃棄処分されている現状です。また、大量に生産された「過剰農産物」もそのま

ま農地に放置されたり、廃棄処分されたりと農家の人がせっかく手間暇を掛けて栽培をしても無駄

にしてしまうことがあります。

　この規格外農産物は、乾燥加工することで別の食品原料になり、長期保存も可能となります。

　そこで町では、地元で生産された安全・安心な農産物の消費拡大や特産品の開発を目指して、平

成２１年度から、栄養価の高いままの状態で長期間保存ができ、様々な用途に使用のできる加工品

づくりや販路の拡大に取り組んでいます。（乾燥野菜消費拡大事業）

　この取り組みにより、農家さんをはじめ食材の提供者には新たな希望を提供し、食卓には地元産

の安心・安全な農産物を通年で提供することができると考えています。

平成２４年４月１日に誕生する、南郷第一小学校と南郷第二小学校の統合学校

『南郷小学校』のシンボルとなる校章のデザインを、皆さんから募集します。

～規格外農産物を有効利用～

　

　子どもたちにさまざまな文化芸術に触れる機会

を提供することで、子どもたちの健全な育成を図

ることを目的として行われる事業です。音楽に落

語、映画と楽しいプログラムがいっぱいですので、

ぜひ、ご覧ください。

出演者と内容
①インストゥルメンタル演奏／ＲＫ（喜多方のサッ

　クス＆キーボードユニット

②落語／三遊亭円福 (磐梯町出身の落語家）

③クラシック演奏／小川有紀子 (vn)、山本純 (vc)

　（仙台フィルハーモニー管弦楽団団員）

④活動弁士付無声映画「ロイドの用心無用」(67 分 )

　澤登翠と㈱マツダ映画社

未来に輝け！ふくしまの子どもたち南会津公演

次代を担う子どもの文化芸術体験事業

統合学校「南郷小学校」はこんな学校です

★ 昭和４７年４月１日に南郷村立大宮小学校から南郷第一小学校と改称、また南郷村立富田小学

　 校と和泉田小学校の統合により南郷第二小学校と改称して以来、３９年の歴史を歩んできた両  

統合学校「南郷小学校」のイメージ・・・（両校保護者のアンケート結果）

１、応募方法

　①カラー（図案がはっきりするもの）

　②官製ハガキまたはハガキ大の用紙、１枚に

    つき１点、応募点数に制限なし

　③制作した意図を簡単に記入してください。

２、留意事項

　①明るく希望をいだかせ、児童にとっても親しみやすいもの

　②南郷地域の特色や歴史が感じられるもの

　③応募の際は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・職業（学校・学年）・電話番号を記入してください。

３、応募資格　　南会津町民および南会津町出身の方ならどなたでも応募できます。

４、応募締切　　平成２３年 9月３０日（金）

５、その他

　○デザインは使用の際、補作する場合があります。

　○各賞の受賞者には、記念品を差し上げます。

６、応募先　 

　○南会津町教育委員会学校教育課　〒 967-0004 南会津町田島字宮本東 22

　○南会津町教育委員会分室　　　　〒 967-0501 南会津町古町字舘跡 998（伊南総合支所内）

　○南郷総合支所町民課、舘岩総合支所町民課

　○南郷第一小学校、南郷第二小学校、南郷中学校

★シンボルにしたいもの ･･･ヒメサユリ・南郷トマト・伊南川・やまなみ・明神岳・鮎・天狗山

★めざす学校像は ･･･元気なあいさつが飛び交う学校・児童一人一人を大切にする学校

★色に例えると ･･･緑色・ピンク（ヒメサユリ色）・空色

★こんな学校にしたい ･･･

　　明るい・礼儀正しい・優しい・個性豊か・安全安心・誠実・ゆとりのある・創造的

『南郷小学校』校章のデザイン募集
『乾燥野菜』のススメ

   校が、このたび一緒になり、新校「南郷小学校」  

   として共に歩んでいきます。

★ 統合学校の位置は、現在の南郷第一小学校の   

   位置です。

■問い合わせ　 教育委員会学校教育課 ℡ 0241-62-6300

教育委員会分室学校教育係 ℡ 0241-76-7718

　このほど、ステーションプラザ２階のレストラン「ヴォー

ノ」において、アスパラパウダーやかぼちゃパウダーなど

を使った新メニューが完成しましたので、ぜひ１度ご賞味

ください。

　かぼちゃパウダーを利用したリゾットは、高栄養流動食

として美味しく召し上がれます。また、かぼちゃの冷製スー

プは、冷涼感たっぷりで夏にぴったりのメニューです。

　他にも、アスパラのパウダーを麺に練りこんだトマト

ラーメンなどもあります。

　また、田島農村環境改善センター（関本）に野菜を持ち

込んでいただければ、ご自宅で栽培された野菜も乾燥加工

することができますので（有料）、興味のある方は改善セ

ンター（TEL0241-66-3600）にお問い合わせください。

　この機会に、皆さんの食卓にも乾燥野菜を取り入れてみ

てはいかがでしょうか？また、自分のオリジナルパウダー

を作って、オリジナルメニューを作ってみませんか？

かぼちゃパウダーなどを使ったメニュー

メニューを作った室井シェフ

日　時　2011年 8月21日（日）

　　　　午前10時30分開演 

　　　　午後３時10分終了予定　

会　場　舘岩会館

料　金　無料

申込み　申込みの必要はありません。

問合せ　教育委員会生涯学習課

　　　　TEL 0241-62-6311
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　８月に町内で行われる献血は下記のとお
りです。患者さんにとってより安全性の高
い４００ｍＬ献血にご協力をお願いします。
　県内では血液が不足していますので、皆
さんのご協力をお願いします。
　南会津町役場前は、ライオンズクラブさ
んの協賛で行なわれます。

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

  ８月３１日 水
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩･伊南･南郷地域）
9：30 ～ 9：45 伊南会館

 平成22年6月～ 8月生まれ
 平成22年12月～

平成23年2月生まれ

  ９月２２日 木
１ 歳 児 健 康 相 談
（ 田 島 地 域 ）

13：30 ～ 13：45
保健センター
（御蔵入交流館内）

平成22年8月～ 9月生まれ

  ９月２９日 木
６～８か月歳児健康相談
（ 田 島 地 域 ）

13：30 ～ 13：45 平成23年2月～ 3月生まれ

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

※町内に住所のない方で受診を希望される方は
　町保健センターまでご連絡ください。

◆乳幼児健康相談

８･９月の健診（検診）のご案内

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

 　８月１７日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45
保健センター

（御蔵入交流館内）
平成 2 3年４月生まれ

 　８月２３日 火
2歳児歯科健康診査
（舘岩･伊南･南郷地域）

12：30 ～ 13：00 伊南会館 平成21年4月～ 9月生まれ

 　８月２５日 木
2歳児歯科健康診査
（ 田 島 地 域 ）

12：30 ～ 13：00

保健センター
（御蔵入交流館内）

平成21年7月～ 8月生まれ

 　９月１４日 水 1歳6か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成22年2月～ 3月生まれ

 　９月２１日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 3 年 5 月 生 ま れ

※日程が変更になることがありますので、通知でご確認ください。

８、９月の日曜当番医

８月１４日 高橋医院 TEL 0241-62-0040

　　 ２１日 芳賀医院 (下郷町 ) TEL 0241-67-2128

　　 ２８日 長谷川医院 TEL 0241-62-0032

９月　　４日 馬場医院 TEL 0241-62-0141

　　 １１日 なかやクリニック TEL 0241-73-2036

　　 １８日 小野木クリニック TEL 0241-76-7780

　　 ２５日 愛輝診療所 TEL 0241-78-8688

　　 ※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　　舘岩総合支所町民課　　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　　南郷総合支所町民課　　℡ 0241－72－2225

■問い合わせ　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180

献血のお知らせ 

８月１７日（水）

 ・広域消防署前　　　    9：30 ～ 10：30

 ・田島税務署前　　　  11：00 ～ 12：00

 ・南会津町役場前　　  13：30 ～ 16：30

小児救急電話相談

夜間の子どもの急病で困ったときは、上記に電話してくだ
さい。（午後７時～翌朝８時まで）

短縮ダイヤル ＃８０００

このコーナーでは、３歳６か月児健診で虫歯の

なかったお子さんを紹介します。

今月は 11 人のおともだちがむし歯ゼロでし

た！おめでとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！むし歯ゼロ

むし歯ゼロで元気な笑顔

横山　翔
しょうた

太くん

（田島）

星　龍
りゅうく

來くん

（田島）

数間　圭
け い た

太くん

（南相馬市）

小椋　瑞
み づ き

月ちゃん

（田島）

八須賀 真
ま ひ ろ

優ちゃん

（伊南）

大関 日
ひ か り

華里ちゃん

（田島）

大竹　怜
れ い ら

良ちゃん

（田島）

目黒　彩
あ や か

花ちゃん

（田島）

星　紅
く れ は

葉ちゃん

（田島）

大竹　真
ま こ

子ちゃん

（田島）

桜木　唯
ゆい

ちゃん

（田島）

寺 院 名 電 話 番 号 住 所

慈　恩　寺 0241-62-2668 南会津町田島字後原甲3707

常　楽　院 0241-62-1465 南会津町福米沢字宮前1392

藤　生　寺 080-5222-2734 南会津町藤生字上山崎556

徳　昌　寺 0241-62-0255 南会津町田島字寺前甲2970

南　泉　寺 0241-62-2883 南会津町静川字西ノ沢口乙14

善　導　寺 0241-76-2570 南会津町古町字東居平73

大　泉　寺 0241-73-2118 南会津町和泉田字寺町3528

僧侶による心の相談事業始めます

　町では、町内寺院の僧侶の方の協力を得て、年間を通した相談事業を実施します。

　心の悩みは誰かに話すと気持ちが楽になります。気軽に訪れて、悩みを話してみませんか？

　個人の秘密は堅く守られますので、安心してご相談ください。（僧侶から町などへの報告は

一切ありません。）

※緊急時はやむをえませんが、夜間等は控えてください。

※面談は、事前に連絡をして日程を調整してください。

相 談 員：町からの依頼を承諾した町内寺院の僧侶（下記）　

対 象 者：相談したい方はどなたでも（町民、町外は関係ありません）

相談方法：直接面談、電話、手紙など
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

新着本紹介のご案内

【児童図書】

昆虫としたしむ１２か月　　　　今森　光彦　著

ねぇ知ってる？大図鑑　　　福岡　伸一　総監修

ぼくの仕事場は富士山です　　　近藤　光一　著

もぐらのたくはいびん　　　　　　斉藤　洋　作

夏のサイン　　　　　　　　　　最上　一平　作

みんなでよいしょ　　　　　あまん　きみこ　文

バスラの図書館員

　　　　　　　ジャネット　ウィンター　絵と文

いとしのロベルタ　　　　　　佐々木　マキ　作

きみたちにおくるうた　　　バラク　オバマ　文

【一般図書】

時に海を見よ　　　　　　　　　渡辺　憲司　著

津波と原発　　　　　　　　　　佐野　真一　著

２歳からのごはんＢＯＯＫ　　　牧野　直子　著

脱電生活　　　　　　　　　　　佐光　紀子　著

明日のマーチ　　　　　　　　　石田　衣良　著

野良猫ケンさん　　　　　　　　村松　友視　著

これからの誕生日　　　　　　　　穂高　明　著

天上紅蓮　　　　　　　　　　　渡辺　淳一　著

我が家の問題　　　　　　　　　奥田　英朗　著

すぐそこのたからもの　　よしもと　ばなな　著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

  ９月の休館日

  ８月の休館日
図書館イベント

８,９月のイベント

第２回　ふれあい唄と踊りの祭典「文化と福祉のチャリティー 2011」　

■日     時　９月１１日（日）

　　　　　　　 ９：３０開演（９：００開場）　

■入 場 料　無料　 全席自由

■主 催　南会津演歌倶楽部

■問い合わせ　教育委員会生涯学習課　℡０２４１-６２-６３１１

さだまさしコンサートツアー 2011　-Sada City-　
　３月２０日 (日 )に公演予定でした“さだまさしスーパーアコースティックアンコール予感＋”の振替公演です。

　若干ではありますが、座席が残っております。お早めにチケットをお買い求めください。

■日     時　９月１５日（木）

　　　　　　　 １８：００開演（１７：３０開場）　

■入 場 料　７，３５０円　　全席指定

■主 催　南会津文化ホール運営委員会・南会津町教育委員会

■問い合わせ　教育委員会生涯学習課　℡０２４１-６２-６３１１

第10回 ふれあい歌と踊りの祭典「文化と福祉のチャリティーショー」
■日     時　８月２８日（日）

　　　　　　　 ９：３０開演（９：００開場）

■入 場 料　無料　全席自由

■主 催　田島あたごカラオケ会

■問い合わせ　教育委員会生涯学習課　℡０２４１-６２-６３１１

　現在、２４歳～７０歳までの１１名の会員で、

南郷総合センターで月３回（土曜日）稽古を行っ

ております。稽古といってもまずはお茶の時間

で情報交換から始まり、健康の話料理談義、時

には手芸の実践、家庭菜園の自慢など生け花と

はあまり関係のない楽しい一時から始まります。

　稽古となるとそれぞれの個性を出しながら花

を生け、楽しい癒しの時間となります。各自の

庭の花や野の花を持ち寄り、地域らしさを表現

できるよう心掛けています。センターでの稽古

以外にも、みんなで花展を見学したりしながら、

１１月の文化祭への出品を目標に活動していま

す。また、文化祭では生け花体験教室を設け、

来場者に生け花を体験してもらっています。

　生花に興味のある方、いつもお花を準備して

文化団体の紹介⑯

文化祭での生け花体験の１コマ

待っています。ぜひ、声をかけてください。

◆連絡先　会長　馬場　俊子

　　　　　（TEL 0241-72-2368）

小
お は ら

原流生花クラブ

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

　町では、町民の参加と協働による暮らしやすい地域社会を築くため、まちづくりの主役である町

民から身近な問題やまちづくりに関する提言や意見などを聞き、地域の課題解決や町政に反映させ

たいと考えています。

　町民の方や町に縁のある個人や団体であれば、どなたでも参加できます。

　今回は、下記日程により実施いたしますのでお気軽にお申込みください。

■実施日と場所

　８月２５日（木）１０：００～１２：００　本庁

　８月２９日（月）１４：００～１６：００　伊南総合支所

　　※来月は、舘岩総合支所、南郷総合支所で実施する予定です。

■申込み・問合せ先（事前申し込みが必要です）

　８月２５日実施分 ･･･ 本庁総合政策課広報情報係　　　TEL ０２４１ー６２ー６２１０

　８月２９日実施分 ･･･ 伊南総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１ー７６ー７７１５

町民の皆さんの声を 町政に活かします！

《わくわくとしょかんワーク》

　８月のイベントは『お楽しみ映画会』です。

　■日　時　　８月１３日（土）午前１０時～　

　■場　所　　御蔵入交流館　多目的ホール

　■上映作品　トムとジェリー　ほか

　■入場料　　無料

　■対象者　　子どもから大人までどなたでも大歓迎です。

　　※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

　くわしくは図書館までお問い合わせください。　

　　　　　　　　　南会津町図書館　℡ 0241-62-5522
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　びわの影アスレチッククラブ（びわの影Ａ

Ｃ）は、一人でも多くの方に陸上競技をする

ことができる環境を整えるため、今年の４月

に組織された陸上競技のクラブチームです。

　このクラブには、小学生以上であれば誰で

も参加できます。運動が苦手でも『走ること

が好き！』『陸上部じゃないけど陸上に興味が

ある！』『もっと記録を伸ばしたい！』と思っ

ている方は、仲間と一緒に活動しませんか？

現在、びわの影ＡＣでは会員を募集していま

す。興味がある方は、お気軽に見学・体験練

習にお出でください。また、活動を円滑に行

うため、スタッフ・指導者も募集しています。

クラブへの入会は無料ですが、「スポーツ安全

保険」への加入が必要となります。詳しくは

お問合せください。

◆活動日・時間

　月～金曜日　１７：００～１９：００頃

　土曜日　　　１４：００～１６：００頃

　（小学生の活動日は、火・木・土曜日）

◆活動場所

　びわのかげ運動公園　多目的運動場

◆問い合せ 　0241（62）2442　渡部まで

 びわの影アスレチッククラブ陸上競技に興味のある人集まれ！

町内のサークルや団体などの情報や活動状況などをお知らせします。

掲載を希望される団体は、総合政策課広報情報係までご連絡ください。連絡先は下記のとおりです。

　TEL：0241-62-6210　　メールアドレス：kouhou@town.minamiaizu.lg.jp

会
津
山
口
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）
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ま
つ
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まちの文芸

　「ふるさとへの想い」

　千葉県船橋市　室井　満夫　

　昭和１９年の秋、数え年３歳の私を含む我が家

族は、父親の勤務地である旧満州国新京（現在の

中国東北部吉林省長春）から福井県敦賀港に帰国、

一時神戸に滞在後、両親のふるさとである会津田

島町に移住した。それから昭和３６年に１８歳で

ふるさとを巣立つ迄、我が人生の四分の一余を会

津田島町で過ごしたことになる。小学校入学が昭

和２４年だから、今にして思えば戦後わずか４年

しか経過していない時期であり、ふるさともいろ

いろな意味で戦後の混乱の中にあったのではない

かと思う。当時、いわゆる疎開組だった我が家は、

父母の実家をはじめ親戚や向こう三軒両隣の方々

にいろいろとお世話になった。改めて感謝の言葉

を申し上げます。

　

　子供の頃を思い起こせば、実に豊かな自然の中

で過ごしたことに気づく。春は中荒井まで足を延

ばし、あさつき・ひるご採り、夏は大川丹藤河原

で水遊び、秋は田沢湖の奥に分け入り、あけびや

山葡萄採り。農繁休暇には父親に連れられ、丹藤

や塩江に田植えや稲刈りの手伝いに行く。夕方の

疲れた体には内風呂が心地良く、静寂の中に響く

蛙の合唱は子供心にも詩情を感じたものだ。自分

の孫達にも少しでも多くこのような自然を体験さ

せてやりたいと思うが、なかなか難しい。

　３・１１の東日本大震災後は、福島県人として

心を痛めている。特に福島原発事故については、

那須山脈の懐深く抱かれている南会津町の放射線

量がこれ以上悪化せず、所謂風評被害が一日も早

く解消することを祈りたい。風評被害に負けては

ならじと、震災前に計画された行事、即ち、ふる

さと南会津会春紀行（５月南会津町）、田島中学校

古稀祝賀会（６月芦ノ牧温泉）、高校恩師を囲むク

ラス会（同・塩原温泉）等には全て参加した。

　先日は「ららぽーと TOKYO-BAY 福島県応援企画

（千葉県船橋市）」の開催を知り、７月５日には下

郷町と桧枝岐村、７日には南会津町と只見町の特

産品販売日に出掛けてみた。じゅうねんかりんと

う（下郷）、岩魚甘露煮（檜枝岐）、アスパラガス・

さくらんぼ佐藤錦（田島）黒じゅうねんドレッシ

ング（只見）などの好物を、ここぞとばかりリュッ

ク一杯買い求めて来た。　　　　　　　

　今後とも随時「義援金」

や「災害復興支援ふるさ

と納付寄付金」等に応じ

ながら、お世話になった

東北、福島、南会津のふ

るさとに対し、ささやか

ながらも支援の行動を続

けていきたいと思う。
室井満夫さん（西町出身）

このコーナーではふるさと南会津会の会員の皆さんなど

南会津出身の方に昔の思い出や故郷への思いなどを寄稿

いただいたものを紹介します

南会津
送るへ
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つと豆腐

【作り方】
①  木綿豆腐１丁を６つに切り、まな板の上に並
　  べて水を切っておきます。

②  きれいにすいてぬるま湯で洗ったわらに、水
　  切りした豆腐を２個並べます。
　  （豆腐はつないで１本になるように作ります）

③  つなぎ目をちょっと崩してからわらで包み、
　 ３か所結びます。

④  鍋にお湯を沸かし、沸騰したらわらに包んだ
　  豆腐を入れて約２０分煮ます。

⑤  わらから豆腐を出し、水にサッとさらして取
　  り出します。

《ワンポイントアドバイス》

わらはモチわらがよい。

【材　料】
木綿豆腐１丁、わら適宜

《由　来》

『苞(つと）』とは、「わらなどを束ねてそ
の中に食品を包んだもの」です。つと豆
腐はわらに包んでゆでた豆腐です。
豆腐をわらで包むと、わらの香りと筋目
が付いて独特の味わいになります。また、
普通の豆腐よりも日持ちがよいのが特徴
です。これを材料にして、煮しめなどを
作るほか、つゆじの材料としても欠かす
ことができません。

今回の先生は、伊藤　新さん（西番場）と
　　　　　　　渡部波枝さん（中町）です

このコーナーでは、郷土料理をはじめ南会津ならではのレシピを紹介します

荒海防犯協会主催防犯標語作品審査会優秀作品
　荒海防犯協会（室井洋左会長）は、防犯意識
の高揚を図ることを目的として、毎年、荒海小
･中学校の児童生徒を対象に防犯標語作品を募
集し、審査会を行っています。
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　今年度の優秀作品は下記のとおりです。なお、
荒海中１年大嶋柚さんの作品は、平成２３年全
国地域安全運動標語コンクール県大会で佳作に
入選し、全国大会に出展されています。


